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1
 
1
月
2
2
日
㈱
～
1
 
2
月
7
日
㈱

第
十
三
回
青
井
中
英
展
は
昨
年
十
t
月
二
十
二
日
粥

に
､
来
賓
'
審
査
員
'
関
係
中
学
校
な
ど
多
数
出
席
の

な
か
表
彰
式
及
び
開
展
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
D

連
日
多
く
の
父
兄
や
親
戚
の
方
々
､
学
校
関
係
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
o
　
参
加
校
五
十
七
校
､
応
募
作
品
七
百

四
十
六
点
'
入
選
三
百
十
一
点
'
入
選
率
4
1
㌧
7
%
で

し
た
¢
　
十
二
月
七
日
㈱
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
o

●
青
井
大
賞
｢
足
　
跡
｣

申
蝕
通
史
患
さ
ん
の
作
品

少
女
の
希
望
と
不
安
､
移
ろ
い
を
重
層
的

に
描
い
て
い
る
b
　
交
蓑
す
る
大
小
の
足
跡
が
､

時
間
の
流
れ
を
象
徴
し
て
い
る
ト
杏
つ
だ
｡

●
嘗
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長
寅

｢
練
習
風
景
｣
井
野
　
涼
君
の
作
品

人
物
の
姿
が
力
強
く
､
的
確
に
描
い
て

い
る
o
描
写
力
に
優
れ
､
絵
の
具
の
扱
い
に

も
慣
れ

て
い
る
｡

塚
本
武
彦
氏
の
二
人
　
L
t
r
引
い
L

展
が
開
催
さ
れ
ま
L
 
E
3

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

1
月
2
 
1
日
㈲
～
2
月
1
 
8
日
㈲

｢
絵
と
や
き
も
の
二
人
展
｣

..iifj･. ･.:･Zi㌦], '汀』

各
賞
受
賞
者

井

　

大

　

賞

山
県
知
事
賞

富
山
県
教
育
要
員
会
教
育
長
貰

最

　

優

　

秀

　

賞

優

　

　

秀

　

　

賞

富
山
新
聞
社
優
秀
賞

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
秀
賞

優

　

　

良

　

　

賞

優

　

　

良

　

　

賞

富
山
新
聞
社
優
良
賞

富
山
新
聞
社
優
良
賞

-
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

-
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

(
城
(
宿
(
福
(
出
(
高
(射
(
高

棉
)野)

野
)
町)
陵
)
北
)
陵
)

●
宮
山
県
知
事
賞
｢
四
角
の
寒
冷
｣

吉
田
勝
年
君
の
件
晶

現
代
社
会
と
の
紹
び
つ
き
と
サ
イ
エ
ン
ス
を

凝
縮
し
､
蔓
と
し
て
捕
ら
え
､
時
空
を
明
快

に
表
現
し
た
作
品
で
あ
る
8
　
並
は
ず
れ
た
感
性

が
う
か

●
最
優
秀
賞
｢
春
を
待
つ
｣

犀
川
友
絵
さ
ん
の
作
品

(
高
岡
西
部
)

(
庄
　
　
酉
)

(
氷
見
北
部
)

(
国
　
　
吉
)

(
牧
　
　
野
)

(
庄
　
　
西
)

(

八

　

　

尾

)

(
鷹
　
　
施
)

(

朝

　

　

日

)

(
城
　
　
端
)

(
石
　
　
動
)

(
八
　
　
尾
)

(
上
　
　
滝
)

(
志
貴
野
)

(
福
　
　
野
)

(
福
　
　
野
)

(
高
岡
養
護
)

(
し
ら
と
り
養
護
)

(
滑
　
　
川
)

が
わ
れ

将
来
が

楽
し
み

て
S
j
p
l
 
,
t

筆
の
タ
ッ

チ
に
よ
る
画

面
の
流
れ
の

表
現
､
あ
か

抜
け
し
た
色

彩
が
良
く
､

作
者
の
意
気

込
み
が
感
じ

ら
れ
る
o

(

　

)

｢

足

跡

｣

を

描

い

て

　

　

　

　

　

　

　

中

仙

道

史

恵

こ
の
　
｢
足
跡
｣
　
を
描
く
と
き
に
一
番
心
が
け
た
の
が
気
持
ち
を
表
現

す
る
'
と
い
う
こ
と
で
す
.
私
自
身
が
感
じ
た
中
学
三
年
生
で
の
進
路

選
択
'
受
験
'
将
来
に
つ
い
て
な
ど
不
安
な
気
持
ち
を
表
そ
う
と
思
い

ま
し
た
｡
そ
れ
を
表
す
た
め
の
構
図
や
配
色
を
考
え
'
現
実
味
を
出
し

た
か
っ
た
の
で
友
達
に
モ
デ
ル
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
'
靴
の
裏
を
実

際
に
観
察
し
た
り
し
ま
し
た
｡
特
に
人
物
を
上
か
ら
見
た
と
こ
ろ
は
友

達
の
協
力
が
な
け
れ
ば
描
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
｡

こ
の
作
品
が
完
成
し
た
と
き
'
措
き
た
い
も
の
を
全
面
に
出
せ
て
と

て
も
す
っ
き
り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
｡
そ
し
て
中
学
三
年
生
の

悩
み
の
つ
き
な
い
と
き
に
こ
の
作
品
が
描
け
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
｡

こ
れ
か
ら
も
気
持
ち
や
思
い
が
ま
っ
す
ぐ
伝
わ
る
よ
う
な
絵
を
描
い
て

い
き
た
い
で
す
｡

)

た
｡
昇
外
義
氏
は
'

加
藤
雨
月
先
生
の
指

導
を
受
け
'
卒
業
後

は
京
都
絵
画
専
門
学

校

へ

進

み

､

生

涯

写

　

　

　

　

　

l

生
一
筋
'
孤
高
の
仙
人
の
よ
う
な
日
本
画

家
と
し
て
神
戸
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
｡
作

品
の
特
色
の
ひ
と
つ
が
優
れ
た
線
描
に
あ

り
ま
す
｡

塚
本
武
彦
氏
は
窯
業
科
時
代
'
山
本
興

山
'
池
上
栄
一
'
中
本
八
郎
諸
先
生
方
の

指
導
を
受
け
ら
れ
'
自
我
の
境
地
を
開
き

つ
つ
'
未
知
の
世
界
を
求
め
て
作
陶
に
励

ん
で
お
ら
れ
ま
す
｡

三
月
十
三
日
～
四
月
一
日
は
'
｢
江
尻

治
泰
日
本
画
展
｣
　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
大
地
｣
　
の
大
作
や
植
物
を
描
い
た
小
品

等
三
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡
青
井
記

念
館
美
術
館
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
､
同

I
.
.
.
:
.
:
[
:
～
:
.
:
:
.
㍉

知
れ
ま
せ
ん
o
　
大

勢
の
同
窓
生
の

来
館
を
い
た
だ
き

皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
｡
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｢
卒
業
課
題
展

2
月
2
4
日
(
土
)
～
3
月
2
日
爪
食
材

作
品
の
裏
に

学

校

長

　

林

　

　

　

恵

　

彰

｢
課
題
研
究
｣
　
の
授
業
を
中
心
に
放
課
後
も
主
体
的
に

活
動
し
て
'
は
ば
1
年
が
か
り
で
取
り
組
ん
で
き
た
素
晴

ら
し
い
作
品
が
数
多
く
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
｡

以
前
に
授
業
や
実
習
で
習
っ
た
技
術
を
用
い
て
'
思
い

通
り
に
出
来
上
が
っ
た
と
き
の
感
動
を
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
が
'
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
作
品
の
裏
に
も
'
そ
れ
が
完
成

す
る
ま
で
に
失
敗
を
繰
り
返
し
'
悩
み
､
そ
れ
で
も
辞
め

る
こ
と
な
く
ね
ぼ
り
強
く
努
力
し
た
跡
が
あ
り
ま
す
｡

生
徒
の
こ
の
よ
う
な
努
力
の
姿
を
見
て
い
ま
す
と
'
諸

先
輩
方
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
r
絢
英
｣
　
の
精

神
を
あ
ら
た
め
て
崇
高
な
も
の
と
感
じ
ま
す
｡

大
き
な
足
跡
を
残
し
て

尚
美
展
一
〇
〇
回
を
迫
え
る

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

会

長

　

玉

　

井

　

晶

　

夫

本
校
の
最
も
大
き
な
行
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
尚
美
展
が
'

今
年
で
記
念
す
べ
き
T
 
O
O
回
目
を
迎
え
ま
す
0

第
一
回
の
尚
美
展
は
'
明
治
四
十
三
年
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡
開
町
よ
り
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
､
優

れ
た
デ
ザ
イ
ン
･
工
芸
を
世
界
に
発
信
し
て
い
た
高
岡
市
民

に
と
っ
て
､
こ
の
工
芸
展
覧
会
は
'
大
き
な
期
待
と
夢
を
寄

せ
る
も
の
で
あ
り
'
当
時
高
岡
市
の
人
口
は
約
三
万
人
で
し

た
が
､
来
場
者
が
七
千
人
を
超
え
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
Q
　
高
岡
の
将
来
を
担
う
可
能
性
あ
ふ
れ
る
生
徒
た
ち

へ
の
､
市
民
の
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
る
数
字
で
す
｡
以
来

｢
高
解
工
芸
｣
と
い
え
ば
｢
尚
菓
巌
｣
と
宮
わ
れ
る
ほ
ど
､
ひ

と
つ
の
代
名
詞
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
｡

第
五
十
回
尚
発
展
で
は
五
万
人
の
来
場
者
が
訪
れ
る
ほ
ど

に
な
り
'
益
々
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
と
開
い
て
お
り
ま
す
｡

建
学
の
精
神
で
あ
る
　
｢
よ
り
高
く
求
め
て
や
ま
な
い
兼
の

追
究
｣
は
､
こ
れ
ま
で
多
く
の
偉
大
な
先
輩
方
を
輩
出
し
､

輝
か
し
い
歴
史
を
衆
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
｡
そ
の
先
輩
方
の
輝

尊
の
も
と
て
　
こ
の
学
舎
　
(
ま
な
び
や
)
　
で
学
ん
だ
成
果
を
発

表
す
る
機
会
で
あ
る
尚
発
展
は
'
若
き
種
で
あ
る
生
徒
た
ち

に
勺
L
J
自
信
を
与
え
て
き
ま
し
た
っ
　
ま
た
､
そ
の
後
青
井
記

念
館
美
術
館
を
誕
生
さ
せ
る
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
｡

本
年
の
尚
美
展
山
0
0
回
記
念
展
は
'
そ
の
歴
史
を
顕
彰

す
る
と
と
も
に
､
先
輩
方
を
凍
え
､
こ
れ
ま
で
尚
発
展
開
催

に
尽
力
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
､
山
0
0
回
記
念
を

と
も
に
喜
び
､
祝
う
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

寄
贈
作
品
の
紹
介

｢
ク
レ
ー
ン
の
あ
る
風
景
｣

頭

川

　

徹

作
(
昭
和
三
十
年
図
絵
料
率
)

頭
川
　
徹
氏
(
高
岡
市
在
住
)
よ
り
寄
贈

｢
乾
漆
盛
欝
紅
梅
｣

後
藤
　
義
雄
伸
(
昭
和
十
八
年
漆
芸
科
卒
)

後
藤
義
雄
氏
(
高
岡
市
在
住
)

よ
り
寄
贈

嶋

｢
ア
ト
リ
エ
に
て
｣

十
二
町
亡
三
　
作
(
昭
和
十
八
年
圃
泰
料
率
)

十
二
軒
藤
子
氏

(
南
開
市
在
住
)
よ
り
寄
贈
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常
設
展
Ⅲ
期1
2
月
1
9
日
(
火
)
～
2
月
1
8
日
(
日
)

r
色
と
形
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
L
展

青
井
記
念
館
美
術
館
所
蔵
品
か
ら
絵
画
十
七
点
'
彫

刻
十
点
､
工
芸
十
五
点
を
展
示
し
ま
し
た
Q
　
な
か
で
も

今
年
度
の
寄
贈
作
品
を
主
に
米
田

昭
作
｢
鋳
鋼
六
種
水
玉
轟
花
器
｣
､

高
尾
宗
嗣
作
　
｢
石
橋
の
図
L
t
　
船

山
龍
雄
作
　
｢
蹴
鞠
像
｣
､
代
谷
松

男
作
　
｢
浮
カ
ブ
船
｣
　
他
二
点
､
大

島
五
裏
作
　
｢
欄
間
　
鶴
の
図
L
t

岩
城
大
介
作
｢
秋
｣
　
琴
で
会
場
を

飾
り
ま
し
た
｡

｢
ラ
イ
オ
ン
｣

竹
田
与
作
作
(
号
松
洋
)

作
品
は
楕
円
で
寸
法
は
2
9
皿
'
経
は
2
0
c
m
'
青

銅
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
｡
浮
き
彫
り
　
(
レ
リ
ー

フ
)
作
品
で
す
o
　
工
芸
学
校
を
卒
業
(
大
正
五
年
)

後
'
金
沢
の
相
川
松
鴻
(
木
彫
家
)
　
に
師
事
後
'

東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
木
彫
部
に
入
学
し
高
村
光

雲
に
師
事
し
ま
し
た
｡

東
京
美
術
学
校
時
代
に
動
物
園
の
ラ
イ
オ
ン
が

珍
し
く
､
上
野
公
園
へ
粘
土
を
持
ち
運
び
制
作
さ

れ
た
そ
う
で
す
｡

は
ぐ
く
み
会
会
員
募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
会
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

1
　
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
　
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

1
　
企
画
展
等
の
案
内

2
　
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
(
個
人
)
　
　
　
　
　
　
　
二
､
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
(
企
業
'
団
体
等
)
　
　
一
〇
'
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

級

常
設
展
Ⅳ
期3
月
1
 
3
日
(
火
)
～
4
月
1
日
八
日
)

r
尚
美
の
シ
ン
フ
ォ
二
I
J
展

｢
よ
り
高
き
を
求
め
て
や
ま
な
い
尚
美
の
精
神
｣
　
を

テ
ー
マ
ー
と
し
で
､
絵
画
､
彫
塑
･
工
芸
の
代
表
所
蔵

品
を
展
示
し
ま
し
た
o
　
佐
々
木
大
樹
作
　
r
衆
生
仏
j
t

｢
蕪
の
図
｣
､
納
富
介
次
郎
作
　
｢
山
水
の
図
｣
　
｢
双
鍋
彫

催

事

案

内

最
3
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詰
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鶴
谷
登
作
　
｢
作
品
8
9
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∵
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1

.

I

が
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
　
･
雷
_
且

し
た
｡
常
設
展
に
大
勢
の
ご
来
館

を
頂
き
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

高
岡
市
民
美
術
展
･
招
待
作
品
の
展
示

4
月
2
0
日
(
金
)
1
5
月
6
日
(
日
)

常
設
展
-
期5
月
1
6
日
(
水
)
～
7
月
2
6
日
(
木
)

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
4
4
回
　
5
月
謝
日
(
水
)
～
6
月
2
4
日
(
日
)

文
化
部
合
同
展
7
月
8
日
(
日
)
～
7
月
2
6
日
(
木
)

常
設
展
Ⅱ
期8
月
3
日
(
金
)
～
9
月
2
日
(
日
)

特
別
企
画
展9
月
8
日
(
月
)
～
1
0
月
2
8
日
(
日
)

同
忠
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
4
5
回
　
8
月
3
日
(
金
)
～
9
月
2
日
(
日
)

今
年
度
の
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
二
人
展
､
故
昇
外

義
氏
　
(
S
1
 
7
､
図
案
科
卒
)
　
塚
本
武
彦
氏
　
(
S
3
2
窯
業

科
卒
)
　
作
品
展
開
催
で
は
､
神
戸
よ
り
多
く
の
来
館
者

で
賑
わ
い
､
期
間
中
は
鑑
賞
や
学
生
時
代
の
話
を
活
発

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡

尚
､
青
井
記
念
館
美
術
館
運
営
委
員
や
中
葉
農
俸
晶

の
審
査
に
御
尽
力
頂
い
た
鶴
谷
登
氏
が
一
月
七
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
C
　
こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
o

平
成
1
8
年
度
で
竹
田
館
長
､
丸
山
が
退
職
す
る
事
に

な
り
､
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡
次
の

新
し
い
人
に
活
蓮
を
期
待
し
ま
す
｡

尚
美
の
ハ
-
モ
二
-
を
受
け
継
い
で
欲
し
い
と
願
っ

て

い

ま

す

r
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